
１　システム販売の目的

２　応募状況及び審査内容　

    （１）　応募状況                                                                                                         

数量(㎥)

1

2 1,650 1

3 500 1

4 1,970 1

5

6 100 1

7 650 1 3年協定

8 660 1

9

    （２）　審査内容

「国有林材の安定供給システム販売(素材）」の結果公表

記

  平成２８年８月２９日に公告しました「国有林材の安定供給システム販売(素材）」について、「申請書」及び「企画提案書」等を
審査した結果、下記のとおり決定しましたので公表します。

番　号 関係森林管理署等

　一定の要件を満たす工場等と近畿中国森林管理局長が国有林材の販売に関する相互協定を締結し、その協定に基づき計
画的な販売を実施することにより、国有林材の需要、販路の確保・拡大を図り、併せて地域における中核的な素材流通・製材
の担い手の育成、流域管理システムの推進等に資することを目的とし、山元において販売するものです。
　また、民有林材と国有林材をあわせた国産材の自給率アップに向けて、原木市場でＢ材・Ｃ材といわれる一般材及び低質材
の利用・販路の確保等への取組を支援しています。

   企画提案書等の内容が、①システム販売の対象となる需要者の要件を満たしているか（必須項目）、②企画提案する取組の
７項目から取組内容が具体的に記載されており数量的指標が記載されているか、③山元購入単価等の提案内容について、審
査しました。

京都大阪

和歌山

広島北部

広島

広島

取り止め

チップ原料材N

チップ原料材N

チップ原料材N

取り止め

鳥取

岡山

広島北部

広島

平成２８年１０月１７日
近畿中国森林管理局

備考応募件数
公　　募　　内　　容

樹　　種

スギ・ヒノキ

スギ

スギ・ヒノキ

取り止め



３　審査結果

山元購入希望価格
　スギ・ヒノキ（円／ｍ３）
チップ原料材Ｎ・Ｌ（円／ｔ）

2

平均単価

ス  ギ　5,082円

ヒノキ　6,531円

3

4

平均単価

ス  ギ　3,800円

ヒノキ　4,139円

6

平均単価

チップ原料材N　3,000円

チップ原料材L　3,500円

7

8

平均単価

チップ原料材N　3,800円

チップ原料材L　4,300円

徳島県阿南市羽ノ浦町古毛萱原5番5
株式会社　徳信
代表取締役　森　泰章

なし

広島県広島市中区上八丁堀8番23号
広島県森林組合連合会
代表理事会長　小林　秀矩

なし

広島県広島市佐伯区薬師が丘3丁目19番28
号
株式会社　ゴールドフォレスト
代表取締役　森本　宗宇

・需要先の求めに応じた木材を供給するため、樹種、長さ、径級、形状ごとに工場
で選木、品質管理の徹底を図っている。
・曲り、傷、泥土付き等で不良品や規格外とされた素材も自社チップ工場にてチッ
プ化しバイオマス発電所に納入している。
・国有林以外にも、県有林、民有林等から広く林地残材を買取りし、地域林業への
還元をしている。
・堆肥製造者、法面緑化基盤材製造者と提携し地域の農業・建設業への還元も
図っている。

・兵庫県、京都府、鳥取県、岡山県、島根県に工場及び貯木場があることを活か
し、最寄りの集積場に集荷することで、流通コストを低減する。
・製品は、多種多様、広域にわたり生産販売すること、自社車両を多く保有すること
で流通工程の無駄を縮減している。
・木質バイオマス燃料チップについては、原料原木を風通し良くするために井桁積
みにして保管する。また、製品は、流通過程で水分を含ませぬようシートで覆うこと
で水分の低減に努めている。
・自社の山林伐出班を有することで積極的に枝葉を搬出できることを活かして、森
林から搬出された原木・枝葉を余すことなく利用している。
・造林事業者、素材生産業者、木材市場、原木消費事業者、チップ消費事業者と
直接取引していることで川上から川下までの楔となり、森林の更新・循環型林業へ
貢献する。

・原材料を安定的に供給する安定供給システム販売に係る協定を締結し、地域材
のチップ利用への貢献を図っていく。
・木材の用途拡大や、信頼取引による価格の上昇、それに伴う林業・林産業者の
収入増加、価格が低いために切り捨て間伐となり林地残材となっている木材の有
効利用、資源の活用が進むこと等に繋げていく。
・システム販売を通じて国産材利用、地域材の利用拡大となるよう林業と木材産業
の活性化に貢献する。

番　　号 協　　定　　締　　結　　者
企画提案する取組

企　　　画　　　提　　　案　　　の　　　概　　　要

・貯木場には、2016年3月末時点、用材向け約10,000m3、チップ、バイオ向け約
30,000ｔを、用途、顧客に合わせて選別仕分をし椪積を行ってストックしている。
・自社トラック（フルトレーラー、トレーラー含）を12台所持し、状況に合わせ稼働す
るようにしている。その他、内航船での輸送も前年度より取り入れている。
・万が一山事業がストップしても供給が停滞しないように、貯木場のストックを最低
量4,000～5,000m3維持するようにしている。
・高級材、特A材に関しては、インターネットを通じた受注もしている。良材は、付加
価値を付けるためにも少量の注文も受けるようにしている。
・直営山事業は、すべての山で全幹集材を行い、山で廃棄するものを0にすること
を目標とし、すべてを燃料用チップに有効利用する。2015年度は、端材約6,000ｔ、
枝葉約2,500ｔを集荷、内自社山事業よりの出材は、端材約4,000ｔ、枝葉約1,000ｔと
なり、予定以上の成果を挙げた。
・以前より引続き韓国向けの供給は安定しており、全体量としては約6,000m3の予
定数量を達成する見込。
・県内外での事業ごとに地元での雇用を優先的に行っている。
・2015年度の実績として、徳島県内で稼働している2か所の大型製材工場ヘ約
24,000m3を納材し、これとは別に県外事業所より関西地区に所在する大型製材工
場へは、約18,000ｍ3を納材した。
・山事業においては、弊社専属事業班を6班、自社班2班を構え、自社班に関して
は、現在の2班から4班体制を構築出来る様に人材の育成に取り組んでいる。

島根県松江市西津田1丁目2番14号
山陰丸和林業  株式会社
代表取締役　北岡　幸一


